第１４回ＳＧＲＡフォーラムinお台場

国境を越えるE-learning
２００４年２月７日（土）午後１時半～６時

国際研究大学村東京国際交流館・プラザ平成３階メディアホール

プ ロ グ ラ ム
	１時３０分

	司会：Ｊ.スリスマンティオ （「ＩＴと教育」研究チームチーフ、千葉大学電子光情報基盤技術研究センター講師）　

開会挨拶：ＳＧＲＡ代表　今西淳子

	１時４０分
基調講演
	Asia E-Learning Networkと大学の国際戦略

	
	斎藤信男 Saito Nobuo（慶應義塾常任理事）

	
	アジア地域へのわが国の連携活動は、政府レベルでも大きな課題になっている。これからの政治、経済の中心はアジア地域になっていくことを考えると、文化、社会、医療、教育などさまざまな分野での連携が重要になっていく。人材育成、基礎研究を担うわが国の大学もこのような国際情勢に合わせた将来構想とそれに基づく個々の活動の戦略が必須の課題として迫られている。現在、経済産業省が主導しているアジア諸国とのE-Learning Networkは、２年目を迎え、基盤、共通技術の開発に重点を置いて活動をしている。また、関連する連携活動は個々の大学などの努力により進められている。このような諸活動が真に有効なもの、有益なものに統合化されていき、大学の国際戦略の一つとして活かされていくためにはどうすれば良いか、共に考えて行きたい。

	２時２０分
ゲスト講演１
	ネットワークを介したGlobal Project Based Learning

―都立科学技術大学とスタンフォード大学の協調授業を事例として―

	
	福田収一 Fukuda Shuichi（都立科学技術大学工学部長、教授）

	
	東京都立科学技術大学は１９９８年からStanford大学の大学院の設計授業ME310にネットワークを介して参加している。この授業は、Project Based Learning方式で、企業が提供する現実の課題を学生が主導で解決し、実際に試作を行って案の妥当性を実証する。通常の講義形式のe-Learningとは異なり、日米の学生がチームを構成して、現実の課題に取り組む。そのため、最近話題の技術経営教育の実践に他ならず、単なる工学的な知識の応用だけではなく、法律、経済など幅広く問題を考え、文化の壁を乗り越える努力が必要となる。本活動は、国際的な活動であるとともに、きわめて効果的な産学連携でもある。

	２時５０分
ゲスト講演２
	日中韓３大学のリアルタイム共同授業の可能性と課題

―慶応・復旦・延世大学の国際化戦略とオンライン共同授業―

	
	渡辺吉鎔 Watanabe Kilyong（慶応大学総合政策学部教授）

	
	慶応義塾大学湘南藤沢キャンパス（ＳＦＣ）は２００２年度より中国の復旦大学、韓国の延世大学といっしょに「三者間リアルタイム共同授業」を推進してきた。具体的には大学院の２科目、学部・院共通の１科目を共同で提供・担当しながらその中で学生たちが日中韓の共通課題について共同研究を行うという仕組みが取られている。さらにこの三者間共同授業は、単なるリアルタイムのネット授業にとどまらず、学期の半ばでの「Pilgrim Workshop」の共同主催・共同参加、学期後の「グローバル・ガバナンス国際シンポジウム」という対面式の共同研究発表の場を提供し、教育・研究の国際化を推進するようにつとめてきた。東アジア最高水準の三大学による本試みを紹介し、その過程で教員みずからが学んだ教訓を共有するとともに、今後の課題について一緒に考えてみたい。

	３時２０分

	COFFEE　BREAK

	３時５０分
研究報告１
	外国語としての英語でおこなうオンライン授業の可能性と課題

―フィリピンアジア太平洋大学（ＵＡＰ）－名古屋大学、及びテンプル大学ジャパン（ＴＵＪ）でのオンライン授業を事例として―

	
	Ｆ.マキト Ferdinand Maquito（フィリピンアジア太平洋大学研究助教授・ＳＧＲＡ研究員）

	
	この数年間、自分なりに実施したことを参考にしながら、オンライン授業についての考え方を整理して、これからの方向を検討したい。実施したオンラインコースは、英語での授業内容（日本経済概説）を、語学力がバラバラな生徒達を対象に、ＩＴ技術者とは相談せずに手作りで実施した。発表では、まず欧米を中心としたオンライン授業の現状を概観し、次にアジアにおけるオンライン授業、とくに日本と東南アジアとの間の事例を取り上げる。最後に、以上のことを考慮しながら今後のオンライン授業戦略を立ててみたい。

	４時１０分
研究報告２


	韓国の大学における国際的E-learningの現状と課題

	
	金　雄熙 Kim Woonghee（韓国仁荷大学校国際通商学部助教授・ＳＧＲＡ研究員）

	
	現在韓国のE-learning分野はコンテンツの品質や運営の側面、また成果とのつながり及び先端技術の活用の側面などで改善の余地が大きいといえる。政府主導の成長政策と先進国に比べても決して劣らない情報通信インフラなどのおかげで韓国のE-learningは急速な量的成長を成し遂げている。しかしながら、その総体的な発展が果たして望ましい方向に向かっているかについてはまだ疑問が残っている。この発表では韓国の大学における国際的E-learningの現状と課題について紹介する。韓国の大学におけるE-learningの現状をとらえたうえで、世界銀行のGDLN (Global Distance Learning Network)のアジアセンターの役割を担っている韓国開発院（KDI）大学院大学のE-learning（Blended Learning）に焦点をあて、国際機構との協力のもとで行われるE-learningが途上国の発展にいかなる影響を及ぼしうるかについて考えてみることにする。

	４時３０分


	パネルディスカッション

進行：王溪 Wang Xi（東京大学電子情報工学研究員・ＳＧＲＡ研究員）
パネラー：斎藤信男、福田収一、渡辺吉鎔、Ｆ.マキト、金雄熙

東京国際交流館居住者より約定討論者

　高沢智明 Takazawa Tomoaki （慶応義塾大学大学院）
　柳内啓司　Yanagiuchi Keiji (東京大学大学院)　他

	６時００分
	閉会挨拶：ＳＧＲＡ運営委員長　嶋津忠廣


講　師　略　歴

· 斎藤信男 Saito Nobuo

慶應義塾常任理事。
東京大学工学部計数工学科卒。同大学院工学系研究科応用物理学専攻修士課程修了。工学博士（東京大学）。６６年　通産省電気試験所（現電子技術総合研究所）。７４年　筑波大学電子情報工学系専任講師。同助教授。７８年慶應義塾大学工学部数理工学科助教授。８７年同数理科学科教授。９０年慶應義塾大学環境情報学部教授。９５年同学部長。９９年慶應義塾大学大学院政策メディア研究科委員長。０１年より現職。この間、スタンフォード大学、カーネギメロン大学留学。

研究分野： オペレーティングシステム、並列処理、分散処理、文書処理、ソフトウェア工学、マルチメディア工学、環境情報学など。学会活動：情報処理学会、電子情報通信学会、計測自動制御学会、日本ソフトウェア科学会、 ACM、 IEEE Computer Society, TeX Users Group, Usenix など。社会活動： W3C(World Wide Web Consortium) 副議長、（財）日本SOHO協会理事長、 (財）インターネット協会顧問、他
■　福田収一 Fukuda Shuichi
東京都立科学技術大学　工学部長、教授
６７年東大産業機械工学科卒、７２年同大学院修了　工学博士、７２年-７６年同大学助手、７６-７８年阪大溶接工学研究所助手、７８年同大学助教授、８９年　東京大学生産技術研究所　客員助教授（併任）、９１年から東京都立科学技術大学生産情報システム工学科教授。この間　同大学学長補佐、Stanford University, West Virginia University、大阪大学の客員教授を勤める。０２年から工学部長、０３年から東京都産学公連携推進準備室室長（併任）
研究分野：設計工学、協調工学、感情工学、技術経営、遠隔教育

学会活動：日本機械学会（fellow, 元設計工学システム部門長など）、精密工学会、溶接学会（評議員など）、ASME（元日本支部長、前Asia-Pacific Subregion Secretaryなど）, IEEE　Reliability Society （元日本支部長、AdCom memberなど）, ISPE　（Senior Vice President）

代表著作：（１）D.Sriram, R.Logcher, S.Fukuda, "Computer Aided Cooperative Product Development", Lecture Notes in Computer Science Series No.492, 1991, Springer-Verlag （２）福田収一、「コンカレントエンジニアリング」、1993, 培風館（３）バーチャルユニバーシティ研究フォーラム発起人監修、「バーチャルユニバーシティ」（第４章、第６章）2001、アルク
· 渡辺吉鎔 Watanabe Kilyong
慶応義塾大学総合政策学部教授

慶応義塾大学文学部卒。米国カリフォルニア大学大学院東洋学研究科修士課程。７１年文学修士。８９年慶応義塾文学部教授をへて９０年より現職。８７～８８、９１～９６年ＮＨＫハングル講座講師。
著書『朝鮮語のすすめ』（講談社現代新書）、『韓国言語風景』（岩波新書）など多数。論文「韓国におけるグローバリゼーション受容プロセスと情報化社会の特色」『総合政策学の最先端III』所収
· Ｆ.マキト Ferdinand C. Maquito
８２年フィリピン大学機械工学部卒業。Center for Research and Communication（現在、アジア太平洋大学University of Asia and the Pacific）産業経済学修士。９６年東京大学経済学博士。現在、アジア太平洋大学（フィリピン）研究助教授、テンプル大学ジャパン大学院講師、ＳＧＲＡ「グローバル化と日本の独自性」研究チームチーフ。
最近の主な著作に、 「Keirestu for the Philippines?」 (Staff Memo, University of Asia and the Pacific 2002)、

「Diversity in ODA: A Comparison of ADB and World Bank Financing」 (Discussion Paper, Economic Research Center, Nagoya University, 2003), 「A Medium to Long-Term Strategy for Manufacturing Exports to Japan」 (Report to the Philippine Institute of Development Studies, 2004)
· 金　雄熙　Kim Woonghee
８９年ソウル大学外交学科卒業。９４年筑波大学大学院国際政治経済学研究科修士、９８年博士。博士論文「同意調達の浸透性ネットワークとしての政府諮問機関に関する研究」９８年より韓国電子通信研究員専任研究員。００年より韓国仁荷大学国際通商学部専任講師、０２年より助教授。ＳＧＲＡ研究員。
代表著作に、『動揺する日本の神話』共著、知識マダン、2002；『情報化の挑戦と韓国』共著、ハンウルアカデミー、2003；「日中韓IT協力の政治経済」『日本研究論叢』第１７号、2003。

· Ｊ.スリスマンティオ Josaphat Tetuko Sri Sumantyo
インドネシア出身。９５年金沢大学工学部電気・情報工学科卒業 ９７年同工学研究科電気・情報工学修士。その後インドネシア科学技術庁技術応用評価庁（研究員）インドネシア国軍陸軍教育・訓練院（研究員）バンドン工科大学工学部電気工学科（非常勤講師・研究員）勤務。０２年千葉大学大学院（自然科学研究科人工システム科学専攻）より博士号を取得。現在、千葉大学電子光情報基盤技術研究センター講師。ＳＧＲＡ「ＩＴと教育」研究チームチーフ。研究分野：リモートセンシングとＧＩＳ技術（合成開口レーダ）による熱帯森林のモニタリング、移動体衛星通信用透明コンフォーマルアンテナの開発。

· 王　溪　Wang Xi
中国出身。９８年同志社大学電子工学科卒業。００年東京大学大学院工学系研究科修士、０３年博士。０３年より東京大学新領域創成科学研究科研究助手。SGRA研究員。研究分野：光インターネット、グリッドコンピューティングのための超高速ネットワーキング技術。
· 高沢智明　Takazawa Tomoaki

慶應義塾大学大学院修士２年 通信工学専攻　
研究内容：携帯電話の無線ＬＡＮ、インターネット理論
· 柳内啓司 Yanagiuchi Keiji
東京大学大学院修士１年 工学系研究科電子工学専攻（近山、田浦研究室）
研究内容：音楽情報処理、楽器インターフェースに関する研究
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